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頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

第3章

36 右段上から3行目 摂取比率は4：1が望ましい 摂取比率は4：1〜5：1が望ましい 16/11/18

第7章

71 表1 区切り線の修正 ※１参照 16/11/18

第9章

90 図1 GLUT5の右の四角 SGLTの名称を追加 ※２参照 16/11/18

99 右段上から9行目 α-1,4グルコシド結合 α-1,4グリコシド結合 17/03/08

101 右段上から5行目 アミノ酸とグリセロールは，飢餓時におい
てグルコースがエネルギー源として利用
できない脳や赤血球へのグルコース供
給に優先して利用される．これに対して
乳酸は，飢餓時でのグルコース供給に
は寄与しないものの，筋肉と赤血球で産
生され血中に放出された乳酸を血液か
ら除去するのに役立っている．

アミノ酸とグリセロールは，飢餓時におい
てグルコースを産生する材料となり，グ
ルコースのみをエネルギー源として利用
する脳や赤血球へのグルコース供給に
優先して利用される．これに対して乳酸
は，飢餓時のグルコース供給には寄与し
ない．平常時，筋肉と赤血球で産生され
る乳酸を血液から除去するために糖新
生が行われている．

17/03/08

第11章

128 右段下から9行目 そうならないためにも，活性をもたない酵
素の前駆体として合成している．この前
駆体を

そうならないためにも，“活性をもたない
状態の酵素（酵素前駆体）”として合成し
ている．この酵素前駆体を

17/03/08

第12章

145 図2中の表、名称の
2行目

一重項酸酸素 一重項酸素
16/11/18

第13章

150 図1 ※３参照 17/03/08

図表

※１

正誤表・更新情報

■改訂第2版　第6刷（2016年6月20日発行）の修正・更新箇所
※第1刷からの修正箇所は http://www.yodosha.co.jp/correction/9784758108737_corrections.pdf をご参照ください

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2017年3月8日）	
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1 ビタミンとは

ヒトの体構成成分の材料は食物成分のみであるが，
食物成分そのものが体に反映しているわけではなく，
ヒトの生命活動に必要な物質を食物成分から合成して
いる．この合成反応は体内の各種微量成分により調節
されているが，その1つがビタミンである．ビタミン
はこの体内代謝反応に重要な働きをしている．代謝反
応にかかわるが，ヒトの体内で合成することができな
い，またできたとしても必要な量を合成することので
きない有機化合物をビタミンという．
水に溶けない脂溶性ビタミン4種類，水に溶ける水

溶性ビタミン9種類の計13種類がビタミンとされ，食
事摂取基準が策定されている．いずれのビタミンも特
有の欠乏症が存在し，脂溶性ビタミンには過剰症も認
められている．水溶性ビタミンは主に補酵素として，
脂溶性ビタミンは主に遺伝子調節の反応にかかわって
いる．
各ビタミンの特有の作用を示す化合物は1つだけと

はかぎらない．誘導体を含め，複数の場合が多く，ビ
タミンのそれぞれの名称は複数の化合物のグループ名
称ととらえる方が理解しやすい．例えば，ビタミンA
はレチノール，レチナール，レチノイン酸が該当する
化合物であり，ビタミンB6はピリドキサール，ピリド
キサミン，ピリドキシンが該当する．

2 脂溶性ビタミン

脂溶性ビタミンの特徴を表1にまとめた．

 A ビタミンA（vitamin A）

1） 化合物名：レチノール（retinol），レチナール
（retinal），レチノイン酸（retinoic acid）

2） 関連化合物：α-カロテン，β-カロテン，γ-
カロテン・クリプトキサンチンなどは小腸あるい
は肝臓でビタミンAに転換され，レチノールとし
ての生理作用を発現する．

3） 機能：レチノールは特異的に肝臓にパルミチン酸
エステルとして貯蔵され，標的器官の需要に応じ
てレチノール結合タンパク質（RBP：retinol
binding protein）に結合し肝臓から血液に分泌さ
れる．レチノイン酸は細胞の分化や発生にかかわっ
ており，核内受容体を介して遺伝子の発現調節を
行っている．

4） 欠乏症：レチナールは網膜のタンパク質であるオ
プシンと結合し，ロドプシンとなる．ロドプシン

図1　レチノール
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表1　脂溶性ビタミン（4種類）

名称 化合物名 機能 欠乏症 過剰症

ビタミンA レチノール 視覚機能 夜盲症 食欲不振

レチナール 細胞の分化 胎児奇形

レチノイン酸

ビタミンD エルゴカルシフェロール 骨代謝 くる病 高カルシウム血症

コレカルシフェロール 骨軟化症 腎障害

ビタミンE トコフェロール 抗酸化作用 溶血性貧血 なし

トコトリエノール 不妊

ビタミンK フィロキノン 血液凝固 新生児メレナ なし

メナキノン 頭蓋内出血
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表1　脂溶性ビタミン（4種類）

名称 化合物名 機能 欠乏症 過剰症

ビタミンA レチノール 視覚機能
細胞の分化

夜盲症 食欲不振
胎児奇形レチナール

レチノイン酸

ビタミンD エルゴカルシフェロール 骨代謝 くる病
骨軟化症

高カルシウム血症
腎障害コレカルシフェロール

ビタミンE トコフェロール 抗酸化作用 溶血性貧血
不妊

なし

トコトリエノール

ビタミンK フィロキノン 血液凝固 新生児メレナ
頭蓋内出血

なし

メナキノン



※２ 誤 正

※３ コハク酸とスクシニルCoAの間の矢印を双方向の矢印にする
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3 糖代謝の概要：主要な3経路

細胞内に取り込まれたグルコースは，ヘキソキナー
ゼ（肝臓ではグルコキナーゼ）の作用によってリン酸
化され，グルコース6-リン酸となった後に，目的に応
じて次の主な３つの経路により代謝される．

 A 解糖系とクエン酸回路
細胞の活動に必要なエネルギーを作り出すために，
グルコース（炭素数６）は解糖系で炭素数３のピルビ
ン酸２分子に分解される（解糖系）．続いてクエン酸回
路（TCA回路，tricarboxylic acid cycle）で代謝さ
れ，電子伝達系の酸化的リン酸化により高エネルギー
リン酸化合物のATPを生成する．

 B ペントースリン酸経路
核酸の生合成に必要なリボース5-リン酸（第14章

「ヌクレオチドの代謝」p164）とNADPH（還元型ニ
コチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸）が生成
する．NADPHは脂肪酸の生合成の際の還元型補酵素
として使われる．

 C UDP-グルコースを経由する経路（グリ
コーゲン合成とグルクロン酸経路）

グリコーゲン合成では，グルコース6-リン酸にム
ターゼが作用してグルコース1-リン酸に変換した後，
グルコース1-リン酸がUTP（ウリジン三リン酸）と
反応して得られるUDP-グルコースを基質とする．
UDP-グルコースは，グルクロン酸の生合成（グルク
ロン酸経路）にも利用される．

4 解糖系

細胞内に取り込まれたグルコースがピルビン酸ある
いは乳酸に代謝される経路を解糖系といい，10あるい
は11段階の反応からなる（図2）．また，グリコーゲ
ン分解で生じたグルコース6-リン酸も解糖系に合流す
る．これらの反応はすべて細胞質ゾル（cytosol）で進
行する．解糖系の主要な役割はATPの生成であり，こ
の経路は酸素を消費することなく補酵素NAD＋がグル
コースを酸化し，嫌気的※3な条件下でもグルコース１
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図1　単糖の細胞への吸収過程

※3　酸素の供給（利用）を伴わない場合を嫌気的といい，逆に酸素を
利用できる場合を好気的という．
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